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新人看護職員研修の教育方法の実態
資料

１石川県立看護大学

林　静子 1§，石川倫子 1，寺井梨恵子 1，丸岡直子 1

要　旨
　本研究では実地指導者を対象に，新人看護職員への教育方法の実態を明らかにすることを目的とす
る．全国 100 床以上の医療施設 1,000 施設を抽出し，実地指導者 2,011 名を対象者とした．新人看護職
員研修ガイドラインの「臨床実践能力の構造」の 3 要素について，業務マニュアルの有無と教育方法：
11 種類の実施状況について回答を求めた．結果，全ての項目において《業務マニュアル・手順書》が
作成され，《On the Job Training》（以下 OJT）を実施している割合が 50％以上を示す結果であった．
また，［救命救急処置］や［死亡時のケア］など，医療施設や病棟の特性によって実際に経験するこ
とが難しい技術では《モデル人形・シミュレーターの活用》を選んでいる割合が高い傾向にあった．

《OJT》は技術の習得だけではなく，援助の意味を新人看護師とともに考える場にすることによって
看護実践能力の向上につながると考える．
 
キーワード　新人看護職員研修ガイドライン， OJT，実地指導者，臨床実践能力

１．はじめに
近年，医療の高度化や平均在院日数の短縮化，

国民の医療ニーズの高まり等に伴い，看護師には
高度かつ質の高い看護実践能力が求められてい
る．看護実践能力を高めていくための一つとして，
2010 年４月に新人看護職員研修が努力義務化さ
れ，全国の新人看護職員を迎える医療機関では「新
人看護職員研修ガイドライン　改訂版」�1）に沿っ
て教育を実施し，常に最適な方法を模索している
状況にある．新人看護職員研修は企画・運営・実
施・評価の全ての過程における責任を負う研修責
任者，各部署で実施される研修の企画・運営を中
心として行い実地指導者への助言及び指導，新人
看護職員への指導，評価を行う教育担当者，臨床
の OJT の中で直接指導，評価等を行う実地指導
者で構成された研修体制をとっている �2）．

新人看護職員研修に関する調査では，研修の企
画・運営にかかわる研修責任者 �3）や教育担当
者 �4-�6）を対象とした，施設全体の新人教育研修体
制や企画・取り組み，新人看護師 �7-�9）を対象にし
て看護技術の到達状況や課題を調査しているもの
が多い．これは新人看護職員研修の努力義務化に
伴い，これまでの新人看護職員に行ってきた教育
体制を見直し，新たな研修体制・教育体制を築い
ていく段階にあるためであると考える．しかし，
新人看護職員研修をよりよくするためには，組織

としての新人看護職員研修の企画・運営だけでな
く，実際に臨床の場で直接指導，評価を行ってい
る実地指導者の教育方法の実態を把握し検討する
必要があると考える．

そこで本研究では，臨床の場で直接指導・評価
等を行っている実地指導者を対象に，新人看護職
員研修に示されている項目の教育方法の実態を明
らかにすることを目的とし，各研修項目に適した
教育プログラム開発のための検討資料としたいと
考える．

２．研究方法
２．１　調査対象

対象施設の選定は「厚生労働省 平成 26 年医療
施設（静態・動態）調査・病院報告」�10）から病
床数 100 床以上の医療施設 5,401 施設のうち，都
道府県別に無作為に 1,000 施設を抽出した．

対象者は実地指導者とし層化抽出法により，
100 床以上の医療施設に就職をしている新人看護
師数の病床別割合（100 ～ 299 床：20.1％，300 ～ 
499 床：32.4%，500 床以上：47.5%）を確認し，
実地指導者の人数を想定し配布数を決定した．回
収率は 20 ～ 30％を想定し，各医療施設の病床数
が 100 ～ 299 床は１名，300 ～ 499 床は４名，
500 床以上は各６名，合計 2,011 名の対象者に依
頼した．調査は 2016 年２月～３月に行った．
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２．２　調査方法
調査は無記名の自記式質問紙調査（以下，質問

紙）を実施した．調査対象施設の看護部長宛に，
実地指導者への質問紙配布の依頼文，研究協力依
頼文と質問紙と返送用封筒をまとめて郵送した．
対象者には質問紙記入後，返送用封筒に質問紙を
入れて封をして直接返送するように研究協力依頼
文を用いて依頼した．

２．３　調査方法
調査内容は「新人看護職員研修制度開始後の評

価に関する研究」�11）と「新人看護職員研修ガイ
ドライン」�1）を参考に研究者が独自に設問を作成
した．

設問は新人看護職員研修ガイドラインの「臨床
実践能力の構造」の３要素「Ⅰ . 看護職として必
要な姿勢と態度」「Ⅱ . 技術的側面」「Ⅲ . 管理的
側面」について，《業務マニュアル・手順書》の
有無と，《OJT》や《講義：部署内》《モデル人形・
シミュレーターの活用》など教育方法 11 種類に
ついて該当するもの全てに○印をつけて回答を求
めた．３要素に含まれる項目は［　］，教育方法
は《　》で示す． 

２．４　分析方法
分析対象は，各医療施設の病床別に就職をして

いる新人看護師数の割合に応じて，病床数別に３
群（１群：100-299 床，２群：300-499 床，３群：
500 床以上）に分けた．臨床実践能力の構造に示
されている３要素について，《業務マニュアル・
手順書》の有無，《OJT》《講義：部署内》などの
教育方法の実施の有無について，記述統計および
χ �2 検 定 を 行 っ た． 統 計 処 理 に は SPSS　
Statistics　ver.20 を用いた．χ �2 検定の結果，期
待度数５未満のセルが 20％を超えた場合は，統
計分析ソフト R を使用して Fisher の正確確率検
定を行った． 

２．５　倫理的配慮
本研究は石川県立看護大学の倫理審査委員会の

承認（看大 1048 号）を得て実施した．研究の目的・
方法，調査への参加の任意性，不参加により不利
益が生じないこと，得られたデータの匿名性の保
障について，看護部長宛，対象者宛の依頼文書に
記載した．質問紙は無記名とし，所属施設や個人
名が特定されることがないこと，返送時に使用す
る封筒にも差出人の住所・氏名は記載しないこと

を説明文書に記載した．結果については学会等で
発表する旨を説明文に入れた．質問紙は対象者が
直接返送し，返送をもって同意が得られたものと
した．

３．結果
３．１　調査対象者の概要

質問紙の回収数 256 件（12.7％），有効回収数
236 件（有効回収率 11.7％）であった．病床数別
１～３群に分けて看護師・実地指導者の経験年数，
勤務している病棟内で実施している教育体制（複
数回答）について表１に示した．

３．２　�臨床実践能力の構造に示された３要素の
教育方法の実施の有無

（１）�「Ⅰ . 看護職員として必要な姿勢と態度」に
関する教育方法の実施の有無（表２）

教育方法の実施では，《OJT》と《講義：部署外》
が他の教育方法より多く実施されている傾向に
あった．
［生涯にわたる主体的な自己学習の継続］項目

の《OJT》の実施について有意な差がみられた
（p<.05）．
（２）�「Ⅱ . 技術的側面」に関する教育方法の実施

の有無（表３- １，表３- ２）
《業務用マニュアル・手順書》は，全群がすべ

ての技術項目において 50％以上が使用していた．
教育方法では，全群で《OJT》を実施している技
術項目が 50％以上であった．特に日常生活援助

表１　対象者の属性
全体 1群

100－299 300－499
床

2群

床

3群

500床
以上

有効回答数 

（%）

236 
(100)

91  
(35.8) 

79  
(33.5) 

66  
(28.0) 

看護師経験年数

（年±SD）

15.1 
±8.8

16.1 
±8.9 

16.0 
±9.3 

12.5 
±7.6 

実地指導者経験年数

（年±SD）

3.5 
±3.9

3.0 
±3.5 

3.7 
±3.7 

4.0 
±4.6 

教育体制（複数回答）

（％）

プリセプターシップ
191 

(80.9)
71  

(78.0) 
61 

(77.2) 
59 

(89.3) 
パートナーシップ

46 
 (19.5)

17 
 (18.7) 

13 
(16.5) 

16 
(24.2) 

チーム支援
33 

 (14.0)
13 

 (14.3) 
15 

(18.9) 
5 

(7.6) 
チューター制度

19 
 (8.1)

9 
(9.9) 

5 
(6.3) 

5 
(7.6) 

メンターシップ
6 

 (2.5)
3 

(3.2) 
2 

 (2.5) 
1 

(1.5) 
その他

12 
 (5.0)

9 
 (9.9) 

2 
 (2.5) 

1 
 (1.5) 



石川看護雑誌 Ishikawa Journal of Nursing Vol.16, 2019

− 69 −

n=236 

1群：100-299床

2群：300-499床

3群：500床以上

合計人数（％）

技術項目
看護職員としての自覚と

責任ある行動

患者の理解・家族との 

良好な人間関係の確立

組織における役割・ 

心構えの理解と適切な行動

生涯にわたる 

主体的な自己学習の継続

1群 2群 3群
χ2 

検定

1群 2群 3群
χ2 

検定

1群 2群 3群
χ2 

検定

1群 2群 3群
χ2 

検定91 
(100) 

79 
(100) 

66 
(100) 

91
(100)

79 
(100)

 66 
(100)

91
(100)

79 
(100)

66
(100)

91 
(100) 

79  
(100) 

66 
(100)

業務マニュアル

手順書

41
(54.9)

32  
(40.5)

32  
(48.5) n.s.

38
(41.8)

25
(31.6)

24
(36.4) n.s.

50
(54.9)

31
(39.2)

32
(48.5) n.s.

34 
(37.4)

21 
(26.6)

20 
(30.3) n.s.

OJT 74
(81.3)

59
(74.7)

59
(89.8) n.s.

71
(78.0)

69
(87.3)

57
(86.4) n.s.

66
(72.5)

64
(81.0)

57
(86.4) n.s.

62
(68.1)

67
(84.8)

50
(75.8) ＊

講義：部署外
58

(63.7)
48

(60.8)
43

(65.2) n.s.
38

(41.8)
41

(51.9)
26

(39.4) n.s.
47

(51.6)
49

(62.0)
41

(62.1) n.s.
37 

(40.7) 
32 

(40.5) 
23 

(37.8) n.s.

講義：部署内
14 

(15.4) 
10 

(12.7) 
12 

(18.2) n.s.
12

(13.2)
10

(12.7)
8 

(12.1) n.s.
12

(13.2)
9 

(11.4)
6 

(9.1) n.s.
14 

(15.4) 
12 

(15.2) 
6 

(9.1) n.s.

視聴覚教材の

活用

3 
(3.3) 

5 
(6.3) 

1 
(1.5) n.s.

2 
(2.2)

3 
(3.8)

1 
(1.5) n.s.

1 
(1.1)

3 
(3.8)

0 
(0.0) n.s.

1 
(1.1) 

2 
(2.5) 

0 
(0.0) n.s.

モデル人形

ｼﾐｭﾚｰﾀｰの活用

1 
(1.1) 

2 
(2.5) 

1 
(1.5) n.s.

0 
(0.0)

2 
(2.5)

0 
(0.0) n.s.

0 
(0.0)

2 
(2.5)

0 
(0.0) n.s.

1 
(1.1) 

2 
(2.5) 

0 
(0.0) n.s.

シナリオの

活用

5 
(5.5) 

3 
(3.8) 

2 
(3.0) n.s.

3 
(3.3)

4 
(5.1)

2 
(3.0) n.s.

3 
(3.3)

2 
(2.5)

0 
(0.0) n.s.

0 
(0.0) 

2 
(2.5) 

1 
(1.5) n.s.

ロールプレイ
4 

(4.4) 
6 

(7.6) 
4 

(6.1) n.s.
4 

(4.4)
7 

(8.9)
1 

(1.5) n.s.
1 

(1.1)
4 

(5.1)
1 

(1.5) n.s.
0 

(0.0) 
4 

(5.1) 
2 

(3.0) n.s.

自己学習
12 

(13.2) 
6 

(7.6) 
9 

(13.6) n.s.
9 

(9.9)
9 

(11.4)
9 

(13.6) n.s.
9 

(9.9)
7 

(8.9)
8 

(12.1) n.s.
23 

(25.3) 
9 

(11.4) 
11 

(16.7) n.s.

e-ラーニング
6 

(6.6) 
5 

(6.3) 
3 

(4.5) n.s.
5 

(5.5)
6 

(7.6)
2 

(3.0) n.s.
5 

(5.5)
7 

(8.9)
2 

(3.0) n.s.
5 

(5.5) 
5 

(6.3) 
1 

(1.5) n.s.

太字は実施割合が，50％を超えているもの．   *：p<.05 n.s.: not significant
期待度数5未満のセルが20％以上の場合Fisherの正確確率検定を実施

表 2　病床数別「Ⅰ 基本姿勢と態度」の教育方法の実施の有無

に関する［排泄援助］［清潔・衣生活援助］の技
術項目では 80％以上を示していた．一方，［救命
救急処置］では，《講義：部署外》《モデル人形・
シミュレーターの活用》，［感染予防］では《講義：
部署外》が全群とも 50％以上であった．［救命救
急処置］では，《シナリオの活用》《ロールプレイ》
を実施している割合が他の技術項目より高い傾向
にあった．
［環境調整］の《シナリオを活用した模擬体験・

振り返り》，［清潔・衣生活援助］の《講義：部署
内》［救命救急処置］の《講義：部署内》，［死亡
時のケア］の《講義：部署内》《モデル人形・シミュ
レーターの活用》に有意な差がみられた（p<.05）．

（３）�「管理的側面」に関する教育方法の実施の有
無（表４）

《業務マニュアル・手順書》は全群が 14 の技術
項目のうち 13 項目において 50％以上が使用して
いた．教育方法では，７項目のいづれも《OJT》《講
義：部署外》を実施している割合が 50％以上を
示した．［業務管理］の《業務マニュアル・手順書》

《講義：部署内》，［災害・防災管理］の《OJT》《講
義：部署内》《モデル人形・シミュレーターの活用》
に有意な差がみられた（p<.05）．

４．考察
新人看護職員研修を臨床の場で直接指導・評価

等を行っている実地指導者の看護師・実地指導者
経験年数に病床数の規模による違いは見られな
かった．教育体制ではプリセプターシップを採用
している施設が最も多いが，チーム支援やパート
ナーシップなどの教育体制と組み合わせながら
行っている施設も見られた．これらのことから，
新人看護職員研修において，日々の直接指導・評
価を行う実地指導者は経験豊富な看護師が選ば
れ，実地指導者のみならず病棟全体においてもサ
ポート体制をとりながら教育が行われていること
が示唆される．

４．１�「Ⅰ．看護職員として必要な姿勢と態度」
に関する教育方法の特徴

「Ⅰ．看護職員として必要な姿勢と態度」に関
する項目に対する教育方法では，全群が全ての項
目において《OJT》が 50％以上を示していた．
その中でも病床数別では［生涯にわたる主体的な
自己学習の継続］について《OJT》を実施してい
る割合が１群３群に比べて２群が高い傾向にあっ
た．２群の実地指導者の経験年数は他の群に比べ
てやや高い傾向にあり，自らも［生涯にわたる主
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n=
23

6 

1群
：

10
0-

29
9床

2群
：

30
0-

49
9床

3群
：

50
0床

以
上

合
計
人
数
（
％
）

技
術
項
目

環
境
調
整
 

食
事
援
助

排
泄
援
助

活
動
・
休
息
援
助

清
潔
・
衣
生
活
援
助

呼
吸
・
循
環
を
整
え
る

創
傷
管
理

1群
 

2群
 

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

91
 

(1
00

) 

79
 

(1
00

) 

66
 

(1
00

) 

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

) 

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

) 

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

手
順
書

7 5 (8
2.4

)

67 (8
4.8

)

54 (8
1.8

)
n.

s.
79 (8
6. 8

)

67 (8
4 .8

)

57 (8
6 .4

)
n.

s.
84 (9
2 .3

)

70 (8
8 .6

)

58 (8
7 .9

)
n.

s .
6 8 ( 7
4.7

)

60 (7
5 .9

)

43 (6
5 .2

)
n.

s.
77 (8
4.6

)

6 1 (7
7.2

)

5 7 ( 8
6.4

)
n.

s.
77 (8
4 .6

)

61 (7
7 .2

)

52 (7
8 .8

)
n.

s.
69 (7
5. 6

)

64 ( 8
1. 0

)

52 (7
8.8

)
n.

s.

OJ
T 

81 (8
9.0

)

66 (8
3 . 5

)

6 0 (9
0.9

)
n.

s.
82 (9
0. 1

)

69 (8
7 .3

)

61 (9
2 .4

)
n.

s.
83 (9
1 .2

)

70 (8
8 .6

)

61 (9
2 .4

)
n.

s .
79 (8
5. 8

)

66 (8
3 .5

)

60 (9
0.9

)
n.

s.
81 (8
9. 0

)

70 (8
8. 6

)

62 (9
3. 9

)
n.

s.
77 (8
4 .6

)

65 (8
2 .3

)

57 ( 8
6.4

)
n.

s.
80 (8
7.9

)

6 7 (8
4. 8

)

59 (8
9 .4

)
n.

s.

講
義
：
部
署
外

19 (2
0.9

) 

14
 

(1
7.7

) 

12
 

(1
8.2

) 
n.

s.
36 (3
9.6

)

29 (3
6.7

)

25 (3
7.9

)
n.

s.
35 (3
8.5

)

30 (3
8.0

)

27 (4
0.9

)
n.

s .
27 (2
9.7

)

21 (2
6.6

)

19
 

(2
8.8

) 
n.

s .
25

 

(2
7.5

)

18 (2
2.8

)

23 (3
4.8

)
n.

s .
44

 

(4
8.4

)

34 (4
3.0

)

32 (4
8.5

)
n.

s .
36 (3
9.6

)

31 (3
9.2

)

25
 

(3
7.9

) 
n.

s.

講
義
：
部
署
内

14 (1
5.4

) 

10
 

(1
2.7

) 

8 

(1
2.1

) 
n.

s.
20 (2
2.0

)

17 (2
1.5

)

10 (1
5.2

)
n.

s.
23 (2
5.3

)

11
 

(1
3.9

)

11
 

(1
6.7

)
n.

s .
15 (1
6.5

)

5 (6
.3)

9 

(1
3.6

) 
n.

s.
18

 

(1
9.8

) 

4 (5
.1)

9 

(1
3.6

) 
＊

28
 

(3
0.8

)

13 (1
6.5

)

18 (2
7.3

)
n.

s.
17 (1
8.7

)

12 (1
5.2

)

20
 

(3
0.3

) 
n.

s.

視
聴
覚
教
材
の

活
用

3 (3
.3)

 

4 (5
.1)

 

4 (6
.1)

 
n.

s.
8 (8
.8)

4 (5
.1)

3 (4
.5)

n.
s.

8 (8
.8)

6 (7
.6)

2 (3
.0)

n.
s .

8 (8
.8)

4 (5
.1)

4 (6
.1)

 
n.

s .
2 (2
.2)

6 (7
.6)

4 (6
.1)

n.
s .

9 (9
.9)

8 

(1
0.1

)

7 

(1
0.6

)
n.

s.
14 (1
5.4

)

9 

(11
.4)

8 

(1
2.1

) 
n.

s.

モ
デ
ル
人
形

ｼﾐ
ｭﾚ
ｰﾀ
ｰの

活
用

3 (3
.3)

 

4 (5
.1)

 

5 (7
.6)

 
n.

s.
9 (9
.9)

6 (7
.6)

7 

(1
0.6

)
n.

s .
20 (2
2.0

)

20 (2
5.3

)

12 (1
8.2

)
n.

s .
10 (11

.0)

6 (7
.6)

9 

(1
3.6

) 
n.

s .
10

 

(11
.0)

10 (1
2.7

)

10 (1
5.2

)
n.

s .
19

 

(2
0.9

)

15 (1
9.0

)

15 (2
2.7

)
n.

s .
5 (5
.5)

7 (8
.9)

4 (6
.1)

 
n.

s.

シ
ナ
リ
オ
の

活
用

0 (0
.0)

 

0 (0
.0)

  

4 (6
.1)

 
＊

1 (1
.1)

2 (2
.5)

5 (7
.6)

n.
s.

1 (1
.1)

4 (5
.1)

3 (4
.5)

n.
s .

2 (2
.2)

1 (1
.3)

5 (7
.6)

 
n.

s .
1 (1
.1)

3 (3
.8)

3 (4
.5)

n.
s.

7 (7
.7)

6 (7
.6)

4 (6
.1)

n.
s.

1 (1
.1)

2 (2
.5)

2 (3
.0)

 
n.

s.

ロ
ー
ル
プ
レ
イ

1 (1
.1)

 

2 (2
.5)

 

3 (4
.5)

 
n.

s.
3 (3
.3)

5 (6
.3)

6 (9
.1)

n.
s.

2 (2
.2)

3 (3
.8)

4 (6
.1)

n.
s .

3 (3
.3)

6 (7
.6)

7 

(1
0.6

) 
n.

s .
4 (4
.4)

4 (5
.1)

2 (3
.0)

n.
s .

7 (7
.7)

7 (8
.9)

3 (4
.5)

n.
s .

3 (3
.3)

2 (2
.5)

2 (3
.0)

 
n.

s.

自
己
学
習

13 (1
4.3

) 

7 (8
.9)

 

8 

(1
2.1

) 
n.

s.
19 (2
0.9

)

8 

(1
0.1

)

14 (2
1.2

)
n.

s.
19 (2
0.9

)

7 (8
.9)

14 (2
1.2

)
n.

s .
15 (1
6.5

)

7 (8
.9)

13
 

(1
9.7

) 
n.

s.
15

 

(1
6.5

)

12 (1
5.2

)

15 (2
2.7

)
n.

s .
23

 

(2
5.3

)

17 (2
1.5

)

20 (3
0.3

)
n.

s .
20 (2
2.0

)

13 (1
6.5

)

16
 

(2
4.2

) 
n.

s.

e-ラ
ー
ニ
ン
グ

9 (9
.9)

 

10
 

(1
2.7

) 

13
 

(1
9.7

) 
n.

s.
14 (1
5.4

)

9 

(11
.4)

10 (1
5.2

)
n.

s.
10 (11

.0)

8 

(1
0.1

)

10 (1
5.2

)
n.

s.
2 (2
.2)

1 (1
.3)

4 (6
.1)

 
n.

s .
8 (8
.8)

10 (1
2.7

)

8 

(1
2.1

)
n.

s .
11

 

(1
2.1

)

13 (1
6.5

)

11
 

(1
6.7

)
n.

s.
8 (8
.8)

7 (8
.9)

10
 

(1
5.2

) 
n.

s.

太
字
は
実
施
割
合
が
，

50
％
を
超
え
て
い
る
も
の
．
 
 
 

*：
p<

.0
5

n.
s.:

 n
ot

 si
gn

ifi
ca

nt
期
待
度
数

5未
満
の
セ
ル
が

20
％
以
上
の
場
合

Fi
sh

er
の
正
確
確
率
検
定
を
実
施

表
3-

1　
病

床
数

別
「

Ⅱ
 技

術
的

側
面

」
の

教
育

方
法

の
実

施
の

有
無
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n=
23

6 

1群
：

10
0-

29
9床

2群
：

30
0-

49
9床

3群
：

50
0床

以
上

合
計
人
数
（
％
）

技
術
項
目

与
薬
 

救
命
救
急
処
置
 

症
状
・
生
体
機
能
管
理

苦
痛
の
緩
和
・
安
楽
確
保

感
染
予
防
 

安
全
確
保
 
 

死
亡
時
の
ケ
ア
 

1群
 

2群
 

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

91
 

(1
00

) 

79
 

(1
00

) 

66
 

(1
00

) 

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

) 

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

) 

業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル

手
順
書

8 3 (9
1.2

)

72 (9
1.1

)

61 (9
2.4

)
n.

s.
80 (8
7. 9

)

66 (8
3 .5

)

60 (9
0 .9

)
n.

s.
67 (7
3 .6

)

57 (7
2 .2

)

46 (6
9 .7

)
n.

s .
6 6 ( 7
2.5

)

57 (7
2 .2

)

45 (6
8 .2

)
n.

s.
86 (9
4.5

)

7 5 (9
4.9

)

6 2 ( 9
3.9

)
n.

s.
78 (8
5 .7

)

68 (8
6 .1

)

57 (8
6 .4

)
n.

s.
80 (8
7. 9

)

74 ( 9
3. 7

)

58 (8
7.9

)
n.

s.

OJ
T 

82 (9
0.1

)

68 (8
6 . 1

)

6 2 (9
3.9

)
n.

s.
71 (7
8. 0

)

58 (7
3 .4

)

55 (8
3 .3

)
n.

s.
75 (8
2 .4

)

64 (8
1 .0

)

61 (9
2 .4

)
n.

s .
81 (8
9. 0

)

65 (8
2 .3

)

61 (9
2.4

)
n.

s.
80 (8
7. 9

)

65 (8
2. 3

)

60 (9
0. 9

)
n.

s.
81 (8
9 .0

)

65 (8
2 .3

)

61 ( 9
2.4

)
n.

s.
77 (8
4.6

)

6 4 (8
1. 0

)

56 (8
4 .8

)
n.

s.

講
義
：
部
署
外

42 (4
6.2

) 

36
 

(4
5.6

) 

3 3 (5
0 .0

)
n.

s.
64 (7
0. 3

)

56 (7
0.9

)

47 (7
1 .2

)
n.

s.
39 (4
2.9

)

29 (3
6.7

)

24 (3
6.4

)
n.

s .
32 (3
5.2

)

21 (2
6.6

)

19
 

(2
8.8

) 
n.

s .
71 (7
8.0

)

5 9 (7
4.7

)

5 1 (7
7.3

)
n.

s.
47 (5
1 .6

)

35 (4
4.3

)

36 (5
4.5

)
n.

s.
23 (2
5.3

)

30 (3
8.0

)

17
 

(2
5.8

) 
n.

s.

講
義
：
部
署
内

25 (2
7.5

) 

10
 

(1
2.7

) 

13
 

(1
9.7

) 
n.

s.
30 (3
3.0

) 

32 (4
0.5

) 

35 (5
3 .0

)
＊

22 (2
4.2

)

17 (2
1.5

)

19 (2
8.8

)
n.

s.
18 (1
9.8

)

11
 

(1
3.9

)

13
 

(1
9.7

) 
n.

s.
28

 

(3
0.8

)

22 (2
7.8

)

28 (4
2.4

)
n.

s .
17

 

(1
8.7

)

20 (2
5.3

)

19 (2
8.8

)
n.

s .
14 (1
5.4

) 

12 (1
5.2

) 

20
 

(3
0.3

) 
＊

視
聴
覚
教
材
の

活
用

7 (7
.7)

 

11
 

(1
3.9

) 

6 (9
.1)

 
n.

s.
19 (2
0.9

)

9 

(11
.4)

11
 

(1
6.7

)
n.

s.
11

 

(1
2.1

)

6 (7
.6)

3 (4
.5)

n.
s .

8 (8
.8)

3 (3
.8)

4 (6
.1)

 
n.

s .
21

 

(2
3.1

)

11
 

(1
3.9

)

14 (2
1.2

)
n.

s .
7 (7
.7)

5 (6
.3)

11
 

(1
6.7

)
n.

s.
7 (7
.7)

6 

(11
.4)

5 (7
.6)

 
n.

s.

モ
デ
ル
人
形

ｼﾐ
ｭﾚ
ｰﾀ
ｰの

活
用

18 (1
9.8

) 

11
 

(1
3.9

) 

12
 

(1
8.2

) 
n.

s.
54 (5
9. 3

)

53 (6
7.1

)

49 (7
4 .2

)
n.

s.
15 (1
6.5

)

11
 

(1
3.9

)

14 (2
1.2

)
n.

s .
7 (7
.7)

5 (6
.3)

6 (9
.1)

 
n.

s .
9 (9
.9)

7 (8
.9)

9 

(1
3.6

)
n.

s .
8 (8
.8)

4 (5
.1)

6 (9
.1)

n.
s .

7 (7
.7)

 

9 

(11
.4)

 

14
 

(2
1.2

) 
＊

シ
ナ
リ
オ
の

活
用

4 (4
.4)

 

8 

(1
0.1

) 

3 (4
.5)

 
n.

s.
29 (3
1.9

)

23 (2
9.1

)

21 (3
1.8

)
n.

s.
3 (3
.3)

1 (1
.3)

3 (4
.5)

n.
s .

0 (0
.0)

1 (1
.3)

3 (4
.5)

 
n.

s .
3 (3
.3)

5 (6
.3)

6 (9
.1)

n.
s.

6 (6
.6)

7 (8
.9)

6 (9
.1)

n.
s.

2 (1
.1)

4 (5
.1)

5 (7
.6)

 
n.

s.

ロ
ー
ル
プ
レ
イ

5 (5
.5)

 

6 (7
.6)

 

4 (6
.1)

 
n.

s.
25 (2
7.5

)

29 (3
6.7

)

29 (4
3.9

)
n.

s.
1 (1
.1)

5 (6
.3)

4 (6
.1)

n.
s .

1 (1
.1)

5 (6
.3)

6 (9
.1)

 
n.

s .
9 (9
.9)

7 (8
.9)

7 

(1
0.6

)
n.

s .
5 (5
.5)

6 (7
.6)

6 (9
.1)

n.
s .

1 (1
.1)

4 (5
.1)

3 (4
.5)

 
n.

s.

自
己
学
習

19 (2
0.9

) 

17
 

(2
1.5

) 

15
 

(2
2.7

) 
n.

s.
26 (2
8.6

)

20 (2
5.3

)

24 (3
6.4

)
n.

s.
27 (2
9.7

)

14 (1
7.7

)

22 (3
3.3

)
n.

s .
21 (2
3.1

)

8 

(1
0.1

)

14
 

(2
1.2

) 
n.

s.
19

 

(2
0.9

)

8 

(1
0.1

)

13 (1
9.7

)
n.

s .
17

 

(1
8.7

)

9 

(11
.4)

11
 

(1
6.7

)
n.

s .
18 (1
9.8

)

8 

(1
0.1

)

12
 

(1
8.2

) 
n.

s.

e-ラ
ー
ニ
ン
グ

12 (1
3.2

) 

15
 

(1
9.0

) 

9 

(1
3.6

) 
n.

s.
15 (1
6.5

)

12 (1
5.2

)

15 (2
2.7

)
n.

s.
11

 

(1
2.1

)

8 

(1
0.1

)

12 (1
8.2

)
n.

s .
7 (7
.7)

7 (8
.9)

12
 

(1
8.2

) 
n.

s .
16

 

(1
7.6

)

12 (1
5.2

)

15 (2
2.7

)
n.

s .
13

 

(1
4.3

)

9 

(11
.4)

14 (2
1.2

)
n.

s .
14 (1
5.4

)

11
 

(1
3.9

)

12
 

(1
8.2

) 
n.

s.

太
字
は
実
施
割
合
が
，

50
％
を
超
え
て
い
る
も
の
．
 
 
 

*：
p<

.0
5

n.
s.:

 n
ot

 si
gn

ifi
ca

nt
期
待
度
数

5未
満
の
セ
ル
が

20
％
以
上
の
場
合

Fi
sh

er
の
正
確
確
率
検
定
を
実
施

表
3-

2　
病

床
数

別
「

Ⅱ
 技

術
的

側
面

」
の

教
育

方
法

の
実

施
の

有
無
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n=
23

6 

1群
：

10
0-

29
9床

2群
：

30
0-

49
9床

3群
：

50
0床

以
上

合
計
人
数
（
％
）

技
術
項
目

安
全
管
理
 

情
報
管
理
 

業
務
管
理
 

薬
剤
等
の
管
理
 

災
害
・
防
災
管
理
 

物
品
管
理
 

コ
ス
ト
管
理
 

1群
 

2群
 

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

1群
2群

3群
χ

2 

検
定

91
 

(1
00

) 

79
 

(1
00

) 

66
 

(1
00

) 

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

) 

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00

)

91
 

(1
00

)

79
 

(1
00

)

66
 

(1
00
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体的な自己学習の継続］の到達目標 �1）を意識し
ながら，日々の《OJT》の中で新人看護師に伝え
ている可能性が考えられる．

また，《講義：部署外》の実施も高い割合を示
していた．「Ⅰ．看護職員として必要な姿勢と態度」
は，新人の時期のみならず，成長していく過程で
も常に臨床実践能力の中核となる部分である �1）．
そのため，講義において理解するだけでなく，臨
床の場で実地指導者と新人看護職員が実践しなが
ら相互に成長しているのではないかと考える．

４．２�「Ⅱ．技術的側面」に関する教育方法の特徴
「Ⅱ．技術的側面」では，全群が全ての技術項

目で《業務マニュアル》の活用と《OJT》の実施
が 50％以上を示していた．特に［排泄］［清潔・
衣生活］など日常生活援助に関する看護技術では

《OJT》を実施している傾向が高く，日々臨床現
場で直接一緒に援助をしながら指導していること
がわかる．一方，［救命救急処置］では《モデル
人形・シミュレーターの活用》が 50％以上と他
の技術項目より高い割合であり，《シナリオを活
用した模擬体験・振り返り》《ロールプレイ》も
他の技術項目に比べて実施されている割合が高い
結果であった．新人看護師の教えられ方において，
同様に臨床場面での直接的な教育よりもモデル人
形やシミュレーションなどを活用した教育を受け
ており �9），［救命救急処置］にかかわる技術は，
医療施設の特性や病棟の特殊性によってはほとん
ど経験することがない場合もある．また実際に［救
命救急処置］が必要な状況では，《OJT》のよう
にゆっくり説明をしながら一緒に実施をすること
が難しい場合が多い．そのため，《モデル人形・
シミュレーターの活用》《シナリオを活用した模
擬体験・振り返り》などの教育方法の選択となる
と考える．

また，［死亡時のケア］においては，《講義：部
署内》《モデル人形・シミュレーターの活用》を
実施している割合が１・２群に比べて３群が高い
結果であった．［死亡時のケア］は「新人看護職
員研修ガイドライン　改訂版」に新たに追加され
た技術項目であり，この項目の１年以内に到達を
目指す目安は「Ⅲ：演習できる」とされてい
る �1）．３群は高度急性期を担う特定機能病院や大
学病院等の施設が多く，モデル人形やシミュレー
ターが活用しやすい環境にあり，ガイドラインに
沿って《モデル人形・シミュレーターの活用》に
よって演習を行っていると考える．しかし，モデ

ル人形やシミュレーターは高額なものも多く，予
算の確保が必要である．そのため，新人看護職員
研修の実施支援として行われている［新人看護職
員研修事業］に含まれる都道府県で行われている
外部研修事業などの多施設合同研修など �12）を教
育方法のひとつとして活用することも検討する必
要があると考える．またシナリオの活用では教材
作成に時間が必要となるため，実地指導者のみな
らず，研修責任者や教育担当者などが中心となっ
て企画をしていく必要がある． 

４．３�「Ⅲ．管理的側面」に関する教育方法の特徴
「Ⅲ．管理的側面」においても《OJT》を行っ

ている割合が高く，［安全管理］［情報管理］［災害・
防災管理］では，《講義：部署外》で行われてい
る割合が 50％以上を示していた．これらは，日々
の臨床現場でも教育は必要であるものの，集合教
育として共通理解を図る必要性がある項目である
と考える．また，［コスト管理］では，他の技術
項目に比べ業務マニュアルを作成している施設が
やや少ないが，看護基礎教育ではあまり経験する
ことがなく，看護師となった際に必要となる視点
のひとつである．今回の教育方法では《OJT》以
外での教育は少ない割合を示しているが，日々の
臨床場面で使用している医療器具の管理などにつ
いて説明がなされているといえる．［コスト管理］
に関しても，今後意識する必要はあるが，看護師
長などの管理者からのサポートも必要な項目であ
ると考える．

５．まとめ
本研究において「臨床実践能力の構造」３要素

のほとんどの項目において《OJT》による教育が
多く行われている結果であった．しかし，近年の
高度医療に伴う技術の多様化・特殊性，高い医療
安全に対する意識から，処置技術の習得に追われ
個々の患者に看護を提供するという観点からの判
断力や調整力を意識した OJT が実施されていな
い可能性が示唆されており，やり方を教える教育
から先輩看護師が一緒に「看護」を考える教育の
在り方への転換が重要である �7）ことが挙げられ
ている．《OJT》は新人看護職員と実地指導者が
ともに同じ看護場面を経験することができるた
め，処置技術の習得だけでなく，目の前におこっ
ている看護現象や援助の意味を内省し，ともに「看
護」を考える場とすることができ看護実践能力の
向上につながるのではないかと考える．
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The Actual Situation of Education Method in The Training 
Guidelines of New Nurses

Shizuko HAYASHI，Noriko ISHIKAWA，Rieko TERAI，Naoko MARUOKA

Abstract
　The purpose of this research was to clarify the educational methods used by practical leadership 
nurses while teaching new nurses. Out of all medical facilities nationwide, we extracted 1000 
facilities with more than 100 beds and made them 2011 practical leaders. Concerning the three 
elements of "Structure of Clinical Practice Ability" included in the training guidelines of new nurses, 
we confirmed the existence of the manual and the implementation statuses of 11 kinds of 
educational methods．As a result of this investigation, a "Manual / Procedure" was created and we 
implemented "On the Job Training" for over 50% of all items. However, there was a tendency to 
choose "utilization of model dolls / simulators" for skills education is difficult to experience in select 
clinical practice settings such as [First aid treatment] and [Death care]. "OJT" assists with skills 
acquisition, and improves nurses’ practical skills by setting the meaning of aid together as a new 
nurse.

Keywords  �The training guidelines of new nurses,  On the job training，Practical leadership 
nurses，Clinical practice ability.


